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で開催されました。
半斗缶入りの殻付き
カキや殻付きカキと
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は
じ
め
に

　　
瀬

※

戸
内
市
が
誕
生
し
て
10
年
目

と
な
る
平
成
26
年
度
を
迎
え
ま

す
。
瀬
戸
内
市
の
発
展
に
向
け
た

さ
ら
な
る
取
り
組
み
と
併
せ
て
、

地

※

方
交
付
税
の
減
額
に
対
応
す
る

た
め
の
改
革
を
同
時
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

難
し
い
か
じ
取
り
を
求
め
ら
れ
る

時
期
で
す
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
先
を
見

据
え
、
何
を
行
い
、
何
を
見
直
す

の
か
を
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
の
発
展
的
存
続
を
担

う
人
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
う
た

め
、
市
役
所
職
員
の
人
材
育
成
、

地
域
の
担
い
手
と
な
る
組
織
・
人

材
の
育
成
に
向
け
た
準
備
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
な
ど

に
積
極
的
な
投
資
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

合
し
て
、
総
務
部
に
秘
書
広
報
課

を
新
設
し
ま
す
。

　
総
合
政
策
部
で
は
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
地
域
公
共
交
通
の
あ
り

方
、
市
民
活
動
応
援
補
助
金
の
見

直
し
と
、
そ
れ
に
か
わ
る
新
た
な

交
付
金
制
度
の
導
入
、
公
共
施
設

再
編
に
係
る
整
備
方
針
な
ど
を
一

つ
の
所
管
で
一
体
的
に
検
討
す
る

た
め
、
経
営
企
画
課
の
企
画
部
門

を
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
統
合
し

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
名
称
を
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
か
ら
企
画
振
興

課
に
、
経
営
企
画
課
か
ら
財
政
課

に
改
め
ま
す
。

平
成
26
年
度
当
初
予
算
︵
案
︶

　
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
中
期

財
政
計
画
の
財
政
運
営
適
正
化
計

画
に
基
づ
い
た
各
部
署
へ
の
一

※

般

財
源
枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編

成
と
し
ま
し
た
。
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行
政
報
告

平
成
26
年
２
月
定
例
議
会
が
２
月
24
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

用
語
の
解
説
・
備
考

瀬
戸
内
市
が
誕
生

　

平
成
16
年
11
月
１
日
に
、
牛

窓
町
、
邑
久
町
、
長
船
町
が
合

併
し
、
瀬
戸
内
市
と
な
っ
た
。

総
面
積
は
１
２
５
・
５
３
平
方
㌔

（
県
内
第
17
位
）。
市
の
花
は
き

く
。
市
の
木
は
オ
リ
ー
ブ
。
市

の
鳥
は
メ
ジ
ロ
。
市
の
海
産
物

は
カ
キ
。

地
方
交
付
税
の
減
額

　

合
併
に
よ
る
算
定
の
特
例
終

了
の
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
32
年
に
か
け
て
段
階
的
に

減
額
と
な
る
。

　

地
方
交
付
税
は
、
瀬
戸
内
市

の
一
般
会
計
歳
入
全
体
の
約
３

分
の
１
を
占
め
る
主
要
な
財
源

で
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
で

は
50
億
９
、０
０
０
万
円
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
事
業

　

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
基
本
計

誕
生
10
周
年
事
業

　　
平
成
26
年
度
の
１
年
間
を
「
瀬

戸
内
市
誕
生
10
周
年
」
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
、
庁
内
横
断
的
な

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
計
画
と
し
て
は
、
11
月

１
日
を
中
心
に
記
念
行
事
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
組
織
発
足
か
ら
同
じ
く

10
年
目
を
迎
え
る
瀬
戸
内
警
察

署
、
瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
瀬
戸
内
市
商
工
会
な
ど
と
連

携
し
、
市
内
外
に
広
く
瀬
戸
内
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

機
構
改
革

　
平
成
26
年
度
か
ら
の
市
の
機
構

に
つ
い
て
は
、
市
の
重
要
施
策
で

あ
る
錦

※

海
塩
田
跡
地
活
用
事
業
を

よ
り
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
錦

海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
を
総
合

政
策
部
か
ら
市

※

長
直
轄
組
織
に
変

更
し
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
を
図

る
と
と
も
に
、
部
長
級
の
担
当
参

与
を
置
く
こ
と
に
よ
り
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
長
、
副
市
長
が
業
務

を
円
滑
か
つ
確
実
に
執
行
で
き
る

よ
う
調
整
・
管
理
を
行
い
、
市
長

に
直
結
し
た
市
政
情
報
の
収
集
、

発
信
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、

総
務
課
の
秘
書
業
務
と
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
の
広
聴
広
報
業
務
を
統

瀬戸内市のイニシャル「S」の文字をモチーフ
にした市章

　
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
事
業

　
事
業
成
立
に
最
も
重
要
な
許
可

で
あ
る
県
条
例
に
基
づ
く
開
発
行

為
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
基
準
を

満
た
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
適
正

な
事
業
の
遂
行
が
可
能
で
あ
る
と

し
て
、
１
月
31
日
に
事
業
者
に
対

し
許
可
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
工
事
施
工
に
当
た
り
、

検
査
権
限
や
不
適
合
な
施
工
に
対

す
る
措
置
命
令
な
ど
の
監
督
処
分

権
限
を
有
す
る
県
と
連
携
し
て
、

適
正
な
施
工
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

事
業
者
を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
と
事
業
者
が
締
結
す
る
施
行

協
定
、
土
地
賃
貸
借
契
約
に
つ
い

て
は
、
適
切
な
内
容
で
締
結
で
き

る
よ
う
、
弁
護
士
の
助
言
、
指
示

の
も
と
に
協
議
、
交
渉
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
貸
付
料
に
つ
い
て

は
、工
事
期
間
中
は
年
額
１
億
円
、

そ
の
後
の
売
電
業
務
開
始
後
は
年

額
４
億
円
を
確
保
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

送
電
線
設
置
工
事
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
に
お
い
て
、
西
大
寺

変
電
所
へ
接
続
す
る
施
工
計
画
に

基
づ
き
、
中
国
電
力
や
沿
線
自
治

体
と
の
具
体
的
協
議
や
事
前
準
備

の
た
め
の
測
量
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
市
も
沿
線
自
治
体
と
の
調
整

に
協
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
住
民
説
明
会
を
２
月
７

日
か
ら
14
日
の
間
に
開
催
し
、
延

べ
88
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
と
協
議
し
な
が

ら
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
４
月
の
工
事
着

手
の
目
標
に
向
け
て
事
業
が
進
捗

す
る
よ
う
、
状
況
を
逐
次
把
握
す

る
と
と
も
に
、
着
実
に
事
業
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
者
に
助
言

や
指
示
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

家
庭
ご
み
分
別
区
分
の
統
一

　
邑
久
・
牛
窓
地
域
と
長
船
地
域

で
異
な
っ
て
い
る
家
庭
ご
み
の
分

別
区
分
を
４
月
か
ら
統
一
す
る
た

め
、
諸
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
分
別
区
分
を
統
一
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
一
層
効
率
的
に
ご
み

画
で
は
、
錦
海
塩
田
跡
地
全
体

の
約
５
０
０
㌶
の
敷
地
の
う
ち
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
建
設

す
る
敷
地
は
約
２
５
０
㌶
を
予

定
。
こ
の
敷
地
に
太
陽
電
池
パ

ネ
ル
を
敷
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

最
大
２
３
０
Ｍ
Ｗ
ｐ
の
国
内
最

大
級
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。
発

電
所
の
建
設
工
事
は
、
５
年
程

度
で
の
終
了
を
目
指
す
。

市
長
直
轄
組
織

　

市
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
に
、
市
長
の
権
限

に
属
す
る
事
務
を
迅
速
に
遂
行

す
る
た
め
、
部
に
属
さ
ず
、
市

長
の
直
接
命
令
下
に
置
か
れ
る

組
織
。

一
般
財
源
枠
配
分
方
式

　

各
部
局
（
課
）
が
担
当
す
る

事
業
の
重
要
度
を
再
度
確
認
・

検
討
し
な
が
ら
配
分
し
、
編
成

す
る
方
式
。
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
に
配
分
す
る
こ
と
が
で
き
、

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。

自
主
防
災
組
織
率

　

自
主
防
災
組
織
が
組
織
さ
れ

て
い
る
地
域
の
世
帯
数
が
全
世

帯
数
に
占
め
る
割
合
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
住
民
が

　
平
成
26
年
度
で
は
一
般
会
計
予

算
額
が
１
５
８
億
３
、２
５
９
万

１
千
円
（
前
年
比
１
７
１
万
７
千

円
の
増
）
と
な
り
、
財
政
計
画
と

比
較
し
て
約
３
億
円
の
増
額
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
の

継
続
事
業
で
実
施
す
る
病
院
・
図

書
館
な
ど
の
建
設
事
業
に
対
す
る

経
費
の
ほ
か
、
消
費
税
増
税
に
伴

う
給
付
金
制
度
や
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
の
設
置
委
託
、
邑
久
幼
稚
園

の
３
歳
児
教
育
拡
大
な
ど
の
事
業

の
追
加
、
一
部
計
画
を
前
倒
し
し

て
施
設
の
充
実
を
図
る
小
中
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
、
ま
た
、
無

理
の
な
い
用
地
提
供
期
間
を
確
保

す
る
た
め
、
一
旦
事
業
費
を
落
と

し
平
成
26
年
度
当
初
予
算
へ
再
度

事
業
費
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
と

し
た
市
道
豆
田
工
業
団
地
線
整
備

事
業
や
豆
田
工
業
団
地
造
成
事
業

の
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。

防
災
事
業

　　
自

※

主
防
災
組
織
率
は
65
・
５
％

で
前
年
度
と
比
較
し
て
約
２
％
の

伸
び
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
組
織
の
体
制
の
見
直
し
や
広
域

化
な
ど
、
よ
り
実
働
的
な
体
制
の

見
直
し
が
進
ん
で
お
り
、
自
助
、

共
助
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。　
　
　
　

　
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
を
推
進
し
て

い
く
と
と
も
に
、
平
成
25
年
度
に

策
定
し
た
「
瀬
戸
内
市
危
機
管
理

指
針
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
危
機

管
理
に
対
す
る
意
識
啓
発
も
図
っ

て
い
き
ま
す
。

プラスチック製容器包装識別マーク（プラマーク）
（左上）と「その他プラスチック」の例
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処
理
を
行
う
と
と
も
に
、
ご
み
減

量
化
の
推
進
に
向
け
た
一
つ
の
段

階
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
現
在
の
分
別
区

分
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
新
た
に

追
加
す
る
も
の
と
し
て
「
そ

※

の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
」
を
月
２
回
、
邑
久
・
牛

窓
地
域
で
「
粗
大
ご
み
（
可
燃
）」

と
「
粗
大
ご
み
（
不
燃
）・
小
型

家
電
」
を
隔
月
で
収
集
し
ま
す
。

　
進
出
企
業
へ
の
補
助
金

　　
企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
の

１
億
１
、７
７
０
万
円
を
交
付
し
、

そ
の
後
、平
成
27
年
度
に
お
い
て
、

企
業
立
地
促
進
奨
励
金
を
交
付
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

自
主
的
に
連
帯
し
て
防
災
活
動

を
行
う
任
意
団
体
。
自
治
会（
町

内
会
）
な
ど
が
母
体
と
な
る
場

合
が
多
い
。

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
（
プ
ラ
マ
ー
ク
が
目

印
）。
食
料
品
や
日
用
品
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
や
包
み
な
ど
。

企
業
立
地
促
進
奨
励
金

　

企
業
の
立
地
を
促
進
し
、
産

業
の
高
度
化
と
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
先
端
技
術
工

場
、
一
般
製
造
工
場
ま
た
は
研

究
所
な
ど
の
建
設
に
対
し
、
固

定
資
産
税
評
価
額
と
市
内
在
住

新
規
雇
用
者
数
を
算
定
基
礎
に

し
て
奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
。

企
業
団
地
分
譲
促
進
補
助
金

　

企
業
団
地
の
早
期
分
譲
を
実

現
し
、
雇
用
機
会
の
拡
大
お
よ

び
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
企

業
団
地
に
工
場
な
ど
を
建
設
し

た
者
に
対
し
、
土
地
取
得
金
額

の
20
％
ま
た
は
30
％
を
補
助
す

る
制
度
。

タ
ビ
カ
レ
学
園
祭

　

タ
ビ
カ
レ
と
は
、
国
内
の
新

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
と
協

働
し
な
が
ら
地
域
資
源
の
見
直
し

や
研
修
会
の
実
施
、
長
船
駅
や
福

岡
地
区
の
誘
導
看
板
等
設
置
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
の
ぼ
り
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
備
前
福

岡
官
兵
衛
く
ん
」
の
作
成
、
旅
行

業
者
や
出
版
社
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
、

仲
﨑
邸
内
へ
の
関
係
パ
ネ
ル
の
設

置
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
東
京

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
観

光
庁
主
催
の「
タ

※

ビ
カ
レ
学
園
祭
」

に
出
展
し
、
日
本
刀
や
備
前
福
岡

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
連
携
し
て
の

宣
伝
活
動
も
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
元
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

火
災
救
急
の
概
況
な
ど

　　
火
災
の
状
況
で
す
が
、
平
成
25

年
中
の
火
災
は
建
物
火
災
11
件
、

林
野
火
災
３
件
、船
舶
火
災
２
件
、

そ
の
他
の
火
災
５
件
の
計
21
件
発

生
し
、
前
年
と
比
較
し
４
件
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

救
急
の
状
況
で
す
が
、
平
成

25
年
中
に
１
、６
０
４
件
出
動
し
、

１
、５
６
４
人
を
搬
送
し
て
い
ま

す
。
前
年
よ
り
出
動
件
数
は
３
件

増
加
し
、
搬
送
人
員
は
15
人
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
に
伴
い
、
設
置
率
の
向
上
を

目
指
し
、
市
内
の
全
世
帯
を
戸
別

訪
問
し
、
設
置
調
査
と
普
及
啓
発

活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
不
在
者
宅
と
未
設

置
宅
の
戸
別
訪
問
を
継
続
し
、
全

戸
設
置
に
向
け
普
及
啓
発
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
新
設

　　
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
に
関

す
る
虐
待
防
止
関
連
法
の
制
定
に

補
助
制
度
と
し
て
、
本
市
で
は
、

企

※

業
立
地
促
進
奨
励
金
と
企

※

業
団

地
分
譲
促
進
補
助
金
の
２
つ
を
制

度
化
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
長
船
町
土
師
の
宮
下
工

業
団
地
に
進
出
し
て
い
る
大
和
紙

器
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
７
月

の
操
業
開
始
に
向
け
て
新
工
場
の

建
設
を
急
ピ
ッ
チ
で
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
同
社
に
対
す
る
補
助
制
度
の
適

用
と
し
て
は
、
各
補
助
制
度
の
交

付
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、

ま
ず
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て
、

企
業
団
地
分
譲
促
進
補
助
金
の

「備前福岡官兵衛くん」のパネルが設置され
ている妙興寺（長船町福岡）

工場の建設が進む宮下工業団地

新
病
院
建
設

　　
新
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
秋
頃
に
は
着
工
で
き
る

見
込
み
で
す
。
２
月
18
日
に
は
造

成
工
事
の
入
札
も
終
わ
り
、
３
月

中
旬
か
ら
造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

「
軍
師
官
兵
衛
」
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官

兵
衛
」
の
放
送
が
始
ま
り
、
黒
田

家
“
礎
”
の
地
で
あ
る
福
岡
地
区

を
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。

よ
り
、
市
町
村
に
相
談
窓
口
や
支

援
を
行
う
責
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
一
つ
の
家

庭
で
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
な

ど
複
数
の
対
象
者
が
関
係
す
る
虐

待
や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え

る
事
案
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
虐
待
や
不
適

切
な
介
護
な
ど
、
虐
待
の
内
容
が

複
雑
に
な
っ
て
お
り
、
通
告
や
相

談
も
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
４
月
か
ら
瀬
戸
内
市
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
そ
の
運
営

を
瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
す
る
予
定
で
す
。

　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
が
市
民
に

と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
と
な
り
、
虐
待
な
ど

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
立
ち
上
げ
初
年
度
の
１
年
間

は
、
市
専
門
職
１
人
が
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
に
出
向
し
、
十
分
な
相

談
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
整
備

　
学
校
教
育
に
お
い
て
、
今
や
Ｉ

１
人
が
保
育
園
へ
の
転
園
を
希
望

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
は

園
児
が
３
人
と
な
る
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
園
児

数
が
極
端
に
少
な
い
園
で
は
、
集

団
生
活
の
中
で
子
ど
も
同
士
が
切

磋
琢
磨
す
る
機
会
の
減
少
、
人
間

関
係
の
固
定
化
な
ど
教
育
の
質
の

低
下
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
在
園
児

の
保
護
者
と
協
議
を
行
っ
た
結

果
、
３
人
揃
っ
て
牛
窓
東
幼
稚

園
へ
の
転
園
を
希
望
し
た
こ
と
か

ら
、
先
の
教
育
委
員
会
議
で
平
成

26
年
度
か
ら
牛
窓
西
幼
稚
園
を
休

園
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の

取
り
組
み

　
黒
田
官
兵
衛
を
主
人
公
と
し
た

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
も
始
ま
り
、
長
船

町
福
岡
エ
リ
ア
へ
の
観
光
客
の
増

加
と
と
も
に
、
博
物
館
へ
も
足
を

延
ば
す
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
黒
田
官
兵
衛
と
備
前
刀

の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
を

作
成
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
戦
国

し
い
観
光
地
づ
く
り
の
取
組
を

応
援
し
、
今
ま
で
に
な
い
78
の

観
光
地
の
魅
力
開
発
と
旅
行
商

品
化
を
推
進
す
る
た
め
、
国
土

交
通
省
観
光
庁
が
開
設
し
た

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
）ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
。

　
「
今
ま
で
に
な
い
国
内
観
光

の
魅
力
を
遊
ん
で
学
ぶ
場
」
と

し
て
、「
日
本
タ
ビ
カ
レ
ッ
ジ
」

（
通
称
「
タ
ビ
カ
レ
」）
と
い
う

架
空
の
教
育
機
関
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
い
る
。

　

タ
ビ
カ
レ
学
園
祭
で
は
、

そ
の
集
大
成
と
し
て
、
78
地

域
が
集
結
し
、
そ
の
成
果
を

披
露
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど

の
表
示
部
分
に
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
を
搭
載
し
、
ペ
ン
や
指
で

操
作
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
。

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

　

学
校
や
児
童
生
徒
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
電
子
化
を

支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
。

　

こ
れ
に
よ
り
教
職
員
間
で
の

情
報
共
有
や
、
業
務
の
引
き
継

ぎ
が
し
や
す
く
な
る
。

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
は
学
習

面
、
校
務
面
の
両
面
を
支
え
る
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、学
習
面
で
は
、

教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
実
物

投
影
機
を
整
備
し
、
タ

※

ブ
レ
ッ
ト

型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
て
、

分
か
り
や
す
い
授
業
を
展
開
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
校
務

面
で
は
、
校

※

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
、
校
務
に
か
か
る
教
職

員
の
負
担
軽
減
や
効
率
化
を
図

り
ま
す
。

　
牛
窓
西
幼
稚
園
の
休
園

　
牛
窓
西
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、

新
入
園
児
の
募
集
に
対
し
入
園
希

望
が
無
く
、
在
園
児
４
人
の
内
の

武
将
た
ち
と
備
前
刀
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
た
「
名
将
と
日
本
刀
の

素
敵
な
関
係
」
と
題
し
た
展
覧
会

を
３
月
13
日
か
ら
５
月
11
日
ま
で

開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

新
図
書
館
整
備

　　
新
図
書
館
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
11
月
ま
で
に
基
本
設
計

を
終
え
ま
し
た
。
３
月
末
の
完
了

を
目
途
に
、
実
施
設
計
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
図
書
館
整
備
計
画
地
に
あ
っ

た
邑
久
郷
土
資
料
館
に
つ
い
て

は
、
12
月
６
日
に
解
体
工
事
を
終

え
、
現
在
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発

掘
調
査
を
３
月
末
の
完
了
を
目
途

に
進
め
て
い
ま
す
。

牛窓西幼稚園の在園児が転園する牛窓東幼稚園

埋蔵文化財の発掘調査
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巻
之
百
七

　
平
成
24
年
の
春
か
ら
半
年
間
放

映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
を
覚
え
て

い
ま
す
か
。

　
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
主
人
公

下
村
梅
子
が
学
ん
だ
「
城
南
女
子

医
学
専
門
学
校
」
は
、
帝
国
女
子

医
学
薬
学
専
門
学
校
（
現
在
の
東

邦
大
学
、
東
京
都
大
田
区
）
を
モ

デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
瀬
戸
内
市
長
船
町
飯

井
に
生
ま
れ
、
東
邦
大
学
を
創
立

し
た
額
田
豊
・
晋
兄
弟
の
事
績
を

紹
介
し
ま
す
。

額
田
豊
、
晋
兄
弟

　
額
田
豊
、
晋
兄
弟
は
、
父
額
田

篤
太
、
母
宇
多
の
子
５
人
兄
弟
の
長

兄
、
次
兄
と
し
て
、
岡
山
県
邑
久
郡

☎

年
に
一
度
は
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

〜
早
期
発
見
が
カ
ギ
！
あ
な
た
の
幸
せ
を
守
る
た
め
に
〜

♥
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
は

　
市
で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
を
対
象
に
、６
月
28
日（
土
）、

29
日
（
日
）
に
「
国
保
総
合
健
診
」

（
予
約
制
）
を
実
施
し
ま
す
。

な
教
育
機
関
の
必
要
性
を
認
識
し

ま
し
た
。

　
帰
国
後
、大
正
２
（
１
９
１
３
）

年
に
医
学
博
士
を
取
得
、
麻
布
に

額
田
病
院
、大
正
９
（
１
９
２
０
）

年
鎌
倉
に
額
田
保
養
院
を
設
立
・

軌
道
に
乗
せ
、
女
子
医
学
専
門
学

校
の
設
立
の
準
備
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。

　
当
時
、
多
く
の
医
学
専
門
学
校

が
大
学
に
昇
格
し
た
直
後
で
あ

り
、
も
は
や
そ
の
設
立
は
認
め
な

い
方
針
の
中
で
、
内
務
省
、
文
部

省
の
担
当
官
、
犬
養
毅
、
平
沼
騏

一
郎
ら
政
治
家
を
強
く
説
得
、
啓

発
運
動
を
行
い
、
理
解
を
徐
々
に

拡
げ
、
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年

に
帝
国
女
子
医
学
専
門
学
校
の
認

可
に
至
り
ま
し
た
。

　

晋
（
１
８
８
６-

１
９
６
４

年
）
は
、
豊
と
同
様
に
、
東
京
独

逸
語
協
会
学
校
・
第
一
高
等
学
校

を
経
て
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学

に
入
学
。
大
正
元
（
１
９
１
２
）

年
に
卒
業
、
内
科
学
教
室
、
後
に

薬
理
学
教
室
に
入
局
し
、
大
正
６

（
１
９
１
７
）
年
に
１
年
間
ア
メ

リ
カ
の
ハ
︱
バ
ー
ド
大
学
に
留
学

し
ま
し
た
。

　
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
に
東

京
帝
国
大
学
医
学
部
講
師
に
就
任

す
る
も
、
大
正
14
年
に
兄
と
共
に

帝
国
女
子
医
学
専
門
学
校
を
創
立

し
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
神

田
に
額
田
内
科
病
院
、
昭
和
14

（
１
９
３
９
）
年
に
千
葉
市
稲
毛

　
こ
の
「
国
保
総
合
健
診
」
で
は
、

特
定
健
診
と
各
種
が
ん
検
診
を
ま

と
め
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、「
国
保
総
合
健
診
」
に

申
し
込
む
人
は
、
特
定
健
診
と
各

種
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
１
つ
で
も
受

　
わ
が
国
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

数
は
年
間
30
万
人
を
超
え
、
死
亡

原
因
の
第
１
位
を
占
め
て
い
ま

す
。
２
人
に
１
人
が
、
が
ん
に
か

か
り
、
３
人
に
１
人
が
、
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
し
、
適

切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
治
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
気
に
な
る
症
状
が
出
る
前
の
健

康
な
時
か
ら
、
が
ん
検
診
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

♥
市
の
が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は

　
瀬
戸
内
市
民
で
、
40
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、
市
が
実
施
す
る
が
ん
検

診
（
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
女
性

は
、
子
宮
頸
が
ん・乳
が
ん
検
診
）

を
受
診
で
き
ま
す
。

　
当
日
会
場
で
、
受
診
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
受
診
票
は
、
事
前
に
健

康
づ
く
り
推
進
課
窓
口
で
受
け
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
40
歳
に
な
る
人
や
、
過
去

２
年
間
に
い
ず
れ
か
の
が
ん
検
診

を
受
診
し
た
人
に
は
、
受
診
票
綴

り
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

♥
平
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
人
は

　
市
で
は
、
平
日
に
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
難
し
い
人
や
一
度

に
ま
と
め
て
受
け
た
い
人
を
対
象

に
、
10
月
12
日
（
日
）
に
「
が
ん

総
合
検
診
」（
予
約
制
）
を
実
施

し
ま
す
。

　
な
お
、
市
が
実
施
す
る
が
ん
検

診
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
に
１
回
し

か
受
診
で
き
ま
せ
ん
。「
が
ん
総

合
検
診
」
を
申
し
込
む
人
は
、
各

種
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

診
す
る
と
申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

♥
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認

　
市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
に
つ

い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、
本
紙
に

折
り
込
み
の「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
が
ん
総
合
検
診
」
の
申
込
書

は
、
受
診
票
綴
り
送
付
時
に
同
封

し
て
い
ま
す
。「
国
保
総
合
健
診
」

の
申
込
書
は
５
月
頃
に
対
象
者
へ

個
別
に
送
付
し
ま
す
。

瀬
戸
内
市
長
船
町
飯
井
出
身

額
田 

豊

・
晋
博
士

（原
稿
執
筆
：
木
村
医
院

（都
窪
郡
早
島
町
）　

木
村 

丹
）

　
ド
イ
ツ
留
学
中
に
、
ド
イ
ツ
人

の
合
理
的
・
能
率
的
な
考
え
方
に

感
心
し
、
さ
ら
に
女
性
が
教
養
を

有
し
余
裕
を
も
っ
て
家
事
を
こ
な

し
、
余
暇
に
娯
楽
を
楽
し
ん
で
い

る
姿
に
大
き
く
感
動
し
、
日
本
に

お
け
る
女
性
の
組
織
的
・
科
学
的

に
額
田
医
学
生
物
学
研
究
所
附
属

病
院
を
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
の
東
邦
大
学

　
帝
国
女
子
医
学
薬
学
専
門
学
校

は
第
２
次
大
戦
後
、「
東
邦
大
学
」

と
校
名
を
変
更
。
現
在
は
、
医
学

部
、
薬
学
部
、
理
学
部
、
看
護
学

部
の
４
学
部
を
有
し
、
学
生
総
数

４
、８
０
０
人
の
自
然
科
学
系
の

総
合
大
学
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

写真　額田豊氏（左）、額田晋氏（右）
（昭和５年帝国女子医専卒業アルバムから）

飯
井
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
豊
（
１
８
７
８-

１
９
７
２

年
）
は
、
地
元
の
小
学
校
８

年
課
程
を
卒
業
後
上
京
、
東

京
独
逸
語
協
会
学
校
・
第
一

高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国

大
学
医
科
大
学
に
入
学
。
明

治
38
（
１
９
０
５
）
年
に
卒

業
、内
科
学
教
室
に
入
局
し
、

明
治
40
（
１
９
０
７
）
年
か

ら
２
年
間
ド
イ
ツ
の
ブ
レ
ス

ラ
ウ
大
学
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大

学
に
留
学
し
ま
し
た
。

　

せ
と
う
ち
キ
ラ
リ
☆
く
ら
ぶ

で
は
、
キ
ラ
リ
☆
市
民
講
座
と

し
て
、
木
村
丹
氏
（
木
村
医
院

院
長
）
を
講
師
に
招
き
、額
田
豊
・

晋
兄
弟
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

４
月
17
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
演
題
「
東
邦
大
学
創
設
者

　

額
田
豊
・
晋
先
生
」

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
資
料
代
）

せ
と
う
ち
キ
ラ
リ
☆
く
ら
ぶ

立
岡
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
３
０
０

問
額
田
豊
・
晋
兄
弟
に

つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

体に気になる症状がありますか

いいえ

がん検診などの流れ（対象：40 歳以上の男性、20 歳以上の女性）

職場でがん検診が
行われていますか

がん検診ではなく、医療
機関を受診しましょう

20 ～ 39 歳の女性ですか 職場でがん検診を
受けましょう

平日に都合がつきますか

国民健康保険被保険者で
すか（40 ～ 74 歳の人）

市や医療機関のがん
検診を受けましょう

特定健診を受けましたか

10月12日（日）の「がん
総合検診」を受けましょう

６月28日（土）、29日（日）の
「国保総合健診」を受けましょう

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ はい

いいえはい

はい

市や医療機関の子宮頸がん・
乳がん検診を受けましょう
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記号の説明

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

お
知
ら
せ

届…届出先 通…通告先

　
固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
と
い
っ
た
固
定
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
固
定

資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
出
さ
れ

る
税
額
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在

す
る
市
町
村
へ
納
め
る
税
金
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
４
月
中
旬
に
送
付
す
る
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
土
地
・

家
屋
の
課
税
明
細
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
。

　
課
税
明
細
書
が
届
い
た
ら
、
適

正
な
課
税
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

60
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
土
地
・
家

  

固
定
資
産
税
の

  

納
税
通
知
書
を
発
送

　
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ダ
ニ
の

活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

　
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
場
合
、
重
症

に
な
る
と
死
に
至
る
病
気
を
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策
】

　

・
草
む
ら
な
ど
に
入
る
と
き
に
は
、

　
肌
が
露
出
し
な
い
よ
う
に
、
袖

　
口
を
絞
れ
る
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、

　
手
袋
、
足
を
完
全
に
覆
う
長
靴

　
な
ど
を
着
用
す
る
。

　

・
服
の
上
や
肌
の
露
出
部
分
に
、

　
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
噴
霧
す
る
。

　
市
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
発
生
し
た
と
き
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
自
分
や
家
族
、
地
域
の

人
な
ど
の
生
命
と
財
産
を
守
る
一

助
と
す
る
た
め
、
地
震
・
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
作
成
し
た
マ
ッ
プ
は
、
本
紙
と

一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
場
所
や
津
波
浸
水
区
域
な

ど
を
確
認
し
て
、日
頃
か
ら
地
震・

津
波
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

危
機
管
理
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４地震・津波ハザードマップ

問

地震・津波ハザードマップ地震・津波ハザードマップ
  

地
震
・
津
波

  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

  

野
山
に
入
る
場
合
は

  

ダ
ニ
に
注
意
を

　
高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の
医
療

機
関
で
の
窓
口
負
担
は
、
法
律
上

２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
例

措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割
負
担
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
よ
り
公
平

な
仕
組
み
と
す
る
た
め
、
こ
の
特

例
措
置
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢

者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ

  

70
～
74
歳
の
人
の
医
療
機
関

  

で
の
窓
口
負
担
が
変
わ
り
ま
す

屋
の
価
格
に
対
す
る
不
服（
審
査
）

申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
・
閲
覧
】

　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
に

限
り
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を

比
較
し
、
自
ら
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
す

る
た
め
に
、
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
・
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
縦
覧
帳
簿
に
は
、土
地
の
地
目
、

地
積
、
評
価
額
な
ど
や
家
屋
の
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
時

Ｑ．地価の下落によって土地の評価額が下がっ
ているのに、税額が上がるのはなぜですか。
Ａ．負担水準の適正化を図ったためです。
　負担水準が低いことによって起こっていま
す。負担水準とは、土地の評価額に対して、税
負担となる課税標準額の占める割合です。地
域や土地によって負担水準のばらつきがあるた
め、このばらつきの幅を狭める仕組みを国が
一律に定めています。具体的には、負担水準が
高い土地は税負担を引き下げたり据え置いたり
し、負担水準が低い土地は税を引き上げています。
　ただし、住宅用地の負担水準の据置特例は、
平成 24 ～ 25 年度で負担水準の基準を８割か
ら９割に引き上げ、平成 26 年度に廃止されま
した。
Ｑ．新築住宅を建てて、４年目になりますが、
固定資産税額が急に上がりました。どうしてで
すか。
Ａ．軽減適用期間の終了によるものです。
　新築の住宅に対して、一定の要件に該当する
ときは、新たに固定資産税が課税されることに
なった年度から３年間に限り、120 平方㍍まで
の面積の税額が２分の１に軽減されます。税額
が高くなったのは、軽減適用期間が終了したこ
とにより、本来の税額になったためです。
　例えば、平成 22 年９月に新築の住宅を建て
た場合、軽減適用期間中の平成 23、24、25 年
度分については税額が２分の１に軽減されます
が、平成 26 年度分からは本来の税額になるた
め、税額が高くなります。

固定資産税Q＆ A

　
４
月
１
日
（
火
）
～
30
日
（
水
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
場
所

　
税
務
課
・
各
支
所
・
出
張
所

▽
持
参
す
る
も
の

　

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

　
健
康
保
険
証
な
ど
）

　

・
委
任
状
（
代
理
人
が
縦
覧
す
る

　
場
合
）

　

税
務
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

問

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
や
重
度

の
精
神
障
害
の
あ
る
人
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車
は
、
申
請
に

よ
っ
て
、
１
人
１
台
に
限
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
１
日
現
在
で
、
満
18
歳
未

満
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
が

あ
る
人
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
障
害
の
等
級
な
ど
条
件
に
よ
っ

て
は
減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
動
車
税

な
ど
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
方
法

　
申
請
書
は
税
務
課
、
各
支
所
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳・精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
を
持

参
し
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
以
降
の
減
免
申
請

内
容
（
障
害
の
等
級
、
車
、
運
転

  

障
害
の
あ
る
人
の

  

軽
自
動
車
税
を
減
免

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
４
月
２
日

以
降
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

か
ら
段
階
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
４
月
２
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
人
（
誕
生
日
が
昭
和

19
年
４
月
２
日
以
降
の
人
）】

　

　
70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
た
だ

し
、
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
人
は

そ
の
月
）
の
診
療
か
ら
、
窓
口
負

担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

（
例
え
ば
、
４
月
２
日
か
ら
５
月

１
日
ま
で
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
人
は
、
５
月
の
診
療
か
ら
２

割
負
担
に
な
り
ま
す
。）

問

野山に入る場合は注意しましょう

　

・
地
面
や
草
む
ら
に
、
じ
か
に
寝

　
転
ん
だ
り
、腰
を
下
ろ
し
た
り
、

　
服
を
置
い
た
り
し
な
い
。

【
野
外
で
活
動
し
た
後
は
】

　

・
す
ぐ
に
入
浴
し
、
体
や
頭
を
よ

　
く
洗
い
、新
し
い
服
に
着
替
え
る
。

　

・
脱
い
だ
衣
類
は
す
ぐ
に
洗
濯
す

　
る
か
、
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
入
れ
て

　
口
を
縛
る
。

【
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
ら
】

　

・
吸
着
し
て
い
る
ダ
ニ
を
無
理
に

　
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
、
ダ
ニ

　
の
一
部
が
皮
膚
に
残
る
こ
と
が

　
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
病
院

　
（
皮
膚
科
）
で
取
っ
て
も
ら
う
。

　

・
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

　
は
、
早
め
に
病
院
（
内
科
）
を

　
受
診
し
、
野
山
に
入
っ
た
こ
と

　
を
伝
え
る
。

　

岡
山
県
備
前
保
健
所
（
保
健
課

保
健
対
策
班
）　

☎
０
８
６-

２
７
２-

３
９
３
４

問

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ

　
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

※
窓
口
負
担
に
は
毎
月
の
負
担
上

　
限
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

　
70
歳
か
ら
２
割
負
担
と
な
る
人
は
、

　
69
歳
ま
で
と
比
べ
て
上
限
額
が

　
下
が
り
ま
す
。

【
４
月
１
日
ま
で
に
70
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
人
（
誕
生
日
が
昭
和

19
年
４
月
１
日
ま
で
の
人
）】

　
４
月
以
降
も
医
療
費
の
窓
口
負

担
は
１
割
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
３
月
２
日
か
ら
４
月
１
日
ま
で

　
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

　
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
割
負
担
か

　
ら
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ

　
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

※
窓
口
負
担
の
毎
月
の
負
担
上
限

　
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　平成 26 年度の国民年金第 1 号被保険者の月々の保険料
は、平成 25 年度の保険料から 210 円増の 15,250 円となっ
ています。なお、保険料は前払い（前納）や口座振替を行
うと安くなります。

ねんきんのおはなし♪

国民年金保険料が改定されます

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

現金
支払

月々 15,250 円 91,500 円 183,000 円

前納
90,760 円  
（740 円）

179,750 円  
（3,250 円）

口座
振替

毎月当月末
振替

15,200 円
（50 円）

91,200 円
（300 円）

182,400 円  
（600 円）

前納
90,460 円

（1,040 円）
179,160 円  

（3,840 円）
355,280 円  

（14,800 円）

※かっこ内は、現金支払額を基準とする割引額です。

　市民課　☎０８６９- ２２- １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０- ７９２８
問
問

者
な
ど
）に
変
更
が
な
い
場
合
は
、

申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
申
請
期
限　
５
月
26
日
（
月
）

　
　

税
務
課

☎
０
８
６
９-
２
２-
１
１
１
４

申
問

対象になる場合は申請をお忘れなく
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　
　
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
土・日
曜
日
と
祝
日
、

前
島
フ
ェ
リ
ー
の
牛
窓

－

前
島
航

路
に
お
い
て
、
瀬
戸
内
市
民
を
対

象
に
、
運
賃
の
半
額
割
引
を
実
施

し
ま
す
。

　
約
７
分
の
航
路
。
フ
ェ
リ
ー
の

船
上
や
前
島
の
展
望
台
な
ど
か
ら

瀬
戸
内
の
多
島
美
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
前
島
は
魚
釣
り
や

キ
ャ
ン
プ
に
絶
好
の
場
所
。
こ
れ

を
機
に
、
家
族
で
訪
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
割
引
の
概
要

　
旅
客
・
車
両
な
ど
の
運
賃
を
半

額
に
割
り
引
き
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
者

※ 

住
所
の
確
認
に
は
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
公

的
機
関
の
発
行
し
た
住
所
記
載

の
あ
る
も
の
の
提
示
が
必
要
で

す
。
買
い
物
カ
ー
ド
、
診
察
券
な

ど
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

住
所
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は

割
り
引
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
内
在
住
者
に
付
き
添
い
乗
船

　
す
る
市
内
在
住
者
以
外
の
旅
客
、

　
車
両
に
つ
い
て
も
同
様
に
割
引

　
を
適
用
し
ま
す
。

※
市
内
在
住
者
で
あ
っ
て
も
、
行

　
商
な
ど
営
利
を
目
的
と
し
て
乗

　
船
す
る
場
合
の
割
引
は
行
い
ま

　
せ
ん
。

▽
割
引
適
用
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
、
土
・
日
曜
日
と
祝

日
と
し
ま
す
。

※
４
月
26
日
～
５
月
６
日
、
７
月

　

19
日
～
８
月
31
日
は
除
き

　
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
緑
の
村
公
社

☎
０
８
６
９-

３
４-

４
３
５
６

問

  
前
島
フ
ェ
リ
ー
の
運
賃
を
半
額
割
引

  
市
民
限
定
で
１
年
間
土
・
日
曜
日
と
祝
日
に
実
施

平成 25 年５月に就航した新造船「まえじま丸」

　

近
年
、
市
内
で
イ
ノ
シ
シ
や

ニ
ホ
ン
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

【
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置

経
費
の
一
部
を
助
成
】

　
市
で
は
、
被
害
防
止
の
た
め
の

防
護
柵
の
設
置
に
か
か
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
ト
タ
ン
柵
も

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

▽
対
象
施
設　

　
金
網
柵
、
電
気
柵
、
ト
タ
ン
柵

【
狩
猟
免
許
取
得
経
費
の
一
部
を
助
成
】

　
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す

る
た
め
に
必
要
な
狩
猟
免
許
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
狩
猟
免

許
申
請
手
数
料
と
狩
猟
初
心
者
講

習
会
の
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

産
業
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
３

  

有
害
鳥
獣
対
策

問

　
市
で
は
、
義
務
教
育
に
必
要
な

費
用
の
援
助
や
高
等
学
校
や
大
学

な
ど
の
学
資
の
貸
し
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
就
学
援
助
制
度
】

　
経
済
的
な
事
情
に
よ
り
、
義
務

教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
経

費
（
学
用
品
費
・
給
食
費
・
修
学

旅
行
費
な
ど
）
を
負
担
す
る
こ
と

が
困
難
な
保
護
者
に
、
必
要
な
援

助
を
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　
５
月
31
日
（
土
）

※
こ
れ
以
降
も
、
平
成
27
年
１
月

　
31
日
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す

　
が
、
受
付
翌
月
か
ら
の
援
助
に

　
な
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

③
委
任
状
（
所
得
・
課
税
証
明
書

　
発
行
用
）
ま
た
は
所
得
・
課
税

　
証
明
書
（
平
成
26
年
１
月
１
日

　
現
在
、
住
民
票
が
瀬
戸
内
市
に

　
な
い
場
合
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

　
（
借
家
・
借
間
の
場
合
）

※
②
が
あ
る
場
合
、
③
と
④
は
不

　
要
で
す
。

※ 

申
請
書
と
委
任
状
は
教
育
委
員

会
、
各
小
・
中
学
校
、
中
央
公

民
館
、
牛
窓
町
公
民
館
、
長
船

町
公
民
館
に
備
え
付
け
の
様

式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
奨
学
金
制
度
】

　
経
済
的
な
事
情
に
よ
り
、
修
学

が
困
難
な
学
生
の
学
資
ま
た
は
育

英
上
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
世
帯
の
所
得
状
況
、
成

績
な
ど
に
よ
り
貸
付
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽ 

対
象　
高
等
学
校
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
特
別
支
援
学
校

の
高
等
部
、
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
の
就
学
者

▽
申
請
期
限　
６
月
30
日
（
月
）

▽
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
出
身
学
校
ま
た
は
在
学
校
長
の

　
奨
学
生
推
薦
調
書

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
在
学
証
明
書

⑤
親
権
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
所

　
得
・
課
税
証
明
書
（
平
成
25
年
分
）

※
①
と
②
は
教
育
委
員
会
、
中
央

　
公
民
館
、
長
船
町
公
民
館
に
備

　
え
付
け
の
様
式
で
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※
⑤
は
６
月
２
日
以
降
に
発
行
さ

　
れ
ま
す
。

　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

　

日
本
国
憲
法
で
は
「
す
べ
て

国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ

て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社

会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
関

係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」

と
規
定
さ
れ
、
法
の
下
の
平
等

を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　

互
い
を
尊
重
し
合
い
、
人
権

問
題
の
解
決
に
向
け
て
主
体
的

に
取
り
組
み
、
全
て
の
人
々
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
き
ま

し
ょ
う
。

【
え
せ
同
和
行
為
を
排
除
】

　

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、

高
額
な
書
籍
な
ど
の
購
入
強
要

や
不
当
な
金
銭
な
ど
を
要
求
す

る
「
え
せ
同
和
行
為
」
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
差
別
意
識

の
解
消
に
向
け
た
教
育
や
啓
発

の
効
果
を
覆
し
、
同
和
問
題
の

解
決
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
断
固
と
し
て

拒
否
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
人
一
人
が
責
任
と
勇
気
を

持
っ
て
、
積
極
的
に
「
え
せ
同

和
行
為
」
の
排
除
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。

【
身
元
調
査
な
ど
は
拒
否
】

　

結
婚
や
就
職
時
に
お
け
る
「
聞

き
合
わ
せ
」
や
「
身
元
調
査
」

は
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
助
長
し
、

基
本
的
人
権
の
侵
害
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
極
め
て
強
い
も
の

で
す
。
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の

み
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
就
職
は
本
人
の

能
力
・
適
性
に
よ
っ
て
採
否
が

決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

身
元
調
査
な
ど
を
行
わ
な
い

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
応
じ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
差
別
書
き
込
み
を
根
絶
】

　

匿
名
性
を
悪
用
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
で
基

本
的
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
行
為
に
よ
っ
て
、

憤
り
を
感
じ
た
り
傷
付
い
た
り

悲
し
ん
だ
り
す
る
人
が
い
る
こ

と
を
十
分
に
わ
き
ま
え
、
利
用

者
一
人
一
人
が
モ
ラ
ル
を
守
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
課
人
権
啓
発
室　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

人
権
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て

問
  

教
育
に
必
要
な
費
用
を
援
助
し
ま
す

  

就
学
援
助
・
奨
学
金
制
度

問
　

消
防
法
に
よ
り
全
て
の
住
宅

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
義
務
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
寝

室
と
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
の

階
段
室
で
す
。

　
居
室
や
台
所
に
も
設
置
す
れ
ば

よ
り
効
果
的
で
す
。

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に

よ
り
火
災
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
、
ぼ
や
火
災
で
収
ま
っ
た
奏
功

例
が
全
国
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
販
売
場
所

　
電
気
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

消
防
設
備
取
扱
店
、
電
気
工
事
事

業
所
、
農
協
な
ど

【
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
】

　
消
防
署
や
市
役
所
が
、
各
家
庭

を
訪
問
し
、
個
別
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
業

者
の
商
品
を
あ
っ
せ
ん
し
た
り
、

業
者
に
販
売
を
依
頼
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

  

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

  

設
置
が
必
要
で
す

火災警報器の設置場所と種類

問

　
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
子
育
て

の
場
と
し
て
幼
稚
園
を
開
放
し
て

い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月

は
開
放
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

園庭開放日

幼稚園名 問い合わせ先☎ 5 月 6 月 7 月 開放時間

牛窓東 0869-34-2104 14 日（水）、28 日（水）11 日（水）、25 日（水）  9 日（水）午前 9 ～ 11 時

牛窓北 0869-34-3742   8 日（木） 12 日（木） 10 日（木）午前 9 ～ 11 時
今城 086-943-8715 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時
邑久 0869-22-0027 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時
美和 0869-26-3445 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時
国府 0869-26-3446 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時
行幸 0869-26-3447 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時

  
幼
稚
園
の
園
庭
開
放
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

ままかりの３色かわり揚げ

宮口和歌子さん
（瀬戸内市栄養委員会裳掛地区）です。

◆作り方
①ママカリは三枚におろしてきれいに洗い、水
　気を切って、両面に塩とコショウをする。
②①にＡ・Ｂ・Ｃをそれぞれ 8 切れずつまぶす。
③ 170 度に熱した油でＡ・Ｂ・Ｃの順に、こん
　がりと揚げる。（5 分程度）
④器に盛り、レタスやミニトマトを添える。好
　みでレモン汁などをかける。
※残ったママカリの骨は、素揚げにするとポリ
　ポリとスナック菓子感覚で食べられる。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
４
月
15
日
（
火
）
午
前

　
11
時
～
正
午

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
「
な
る
ほ
ど
!!
こ
れ

　
は
健
診
に
行
か
ん
と
い
け
ん
」

　
と
思
え
る
話

▽
講
師　
健
康
づ
く
り
推
進
課
保
健
師

▽
定
員　
30
人（
食
事
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費　
食
事
付
き
５
０
０
円

　
（
食
事
な
し
１
０
０
円
）

▽
申
込
期
間　
４
月
１
日
（
火
）

　
～
14
日
（
月
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

催
し
物

  

美
術
館
特
別
展

  

金
澤
翔
子
展

●ママカリ（12 尾）
●塩（適宜）
●コショウ（適宜）

●揚げ油（適宜）
●レタス（適宜）
●ミニトマト（適宜）

◆材料（4 人分）

Ａ
●アオノリ（大さじ 1） ●かたくり粉（大さじ 2）

  

ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
ー
・  

  

カ
ヌ
ー
試
乗
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
移
動
ネ
ッ
ト
お
か

や
ま
で
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認

定
を
受
け
た
講
習
実
施
機
関
と
し

て
、
福
祉
有
償
運
送
等
運
転
協
力

者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日

　
４
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

▽
内
容
と
受
講
料
（
４
種
類
）

　

・ 
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
と

　
セ
ダ
ン
等
運
転
者
講
習
（
２
日

は
、
舵
杯
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン

ギ
ー
（
ヨ
ッ
ト
の
一
種
）・カ
ヌ
ー

の
試
乗
会
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
会
場
内
で
は
、
料
理
な
ど

の
屋
台
（
有
料
）
や
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

▽
試
乗
会
日
時　
４
月
12
日（
土
）

　
午
後
１
～
５
時

※
受
付
は
、正
午
か
ら
行
い
ま
す
。

※
試
乗
は
１
回
20
～
30
分
程
度
で
す
。

▽
集
合
場
所　
牛
窓
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話
、
は

　
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
の
場
合
は
、「
4
月
12

　
日
試
乗
希
望
」
と
明
記
し
、
住

　
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
郵
送
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
４
月
10
日
（
木
）

　
２
０
１
４
舵
杯
実
行
委
員
会
で

申
問

申
問

　
ダ
ウ
ン
症
の
女
流
書
家
と
し
て

知
ら
れ
る
金
澤
翔
子
氏
は
、
５
歳

の
時
か
ら
母
・
泰
子
さ
ん
に
師
事

し
、
数
多
く
の
力
作
に
よ
っ
て
鑑

賞
者
を
感
動
の
渦
に
飲
み
込
ん
で

き
ま
し
た
。

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
特

別
展
「
金
澤
翔
子
展
」
を
開
催
し

ま
す
。
平
成
18
年
に
鎌
倉
建
長
寺

に
奉
納
し
た
「
慈
悲
」、
平
成
23

年
に
京
都
建
仁
寺
に
奉
納
し
た
屏

風
の
大
作
「
風
神
雷
神
」（
４
月

５
日
（
土
）
～
13
日
（
日
）
の
期

間
限
定
公
開
）、
こ
の
名
作
２
点

に
加
え
、
本
邦
初
公
開
と
な
る
屏

風
の
新
作
も
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間

　
４
月
５
日
（
土
）
～
29
日
（
火
）

※
４
月
14
日
、21
日
は
休
館
日
で
す
。

「風神雷神」金澤翔子

  

講
演
会

  「
須
恵
郷
と
美
和
神
社
」

宝くじ助成金を活用して
防災資機材を整備

（財）自治総合センターの宝くじ助成金
（地域防災組織育成助成事業）を活用
し、関町自主防災会が、テントや発電
機、トランシーバー、簡易トイレなどの
防災資機材を整備しました。今後、防災
の研修会や訓練などの自主防災活動で活
用していきます。
　自主防災組織を結成している団体であ
れば、宝くじ助成金を利用できます。詳
しくは、危機管理課までお問い合わせく
ださい。
　危機管理課
☎０８６９ -２２ -３９０４

関町自主防災会が整備した防災資機材

募　
　

集

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
地
名
と

郷
土
史
の
研
究
家
・
浦
上
宏
氏
を

講
師
に
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
古
代
須
恵
器
の
大

生
産
地
だ
っ
た
瀬
戸
内
市
の
須
恵

郷
と
美
和
神
社
、
寒
風
古
窯
跡
群

と
の
関
係
に
つ
い
て
で
す
。

　
事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
４
月
12
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
定
員　
先
着
30
人

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
４
月
11
日
（
金
）

　
　
寒
風
陶
芸
会
館

☎
０
８
６
９-

３
４-
５
６
８
０

申
問

陶工たちが信仰した美和神社

  

移
動
・
送
迎
サ
ー
ビ
ス

  

運
転
協
力
者
講
習
会

　
間
、
１
８
、５
０
０
円
）

　

・
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習

　
（
２
日
間
、
１
５
、５
０
０
円
）

　

・
過
疎
地
・
市
町
村
等
（
空
白
地
）

　
有
償
運
送
運
転
者
講
習
（
26
日

　
の
み
、
８
、５
０
０
円
）

　

・
セ
ダ
ン
等
運
転
者
講
習
（
27
日

　
午
後
の
み
、
４
、０
０
０
円
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
定
員　
先
着
20
人

▽
申
込
期
限　
４
月
16
日
（
水
）

※
受
講
申
込
書
は
、
移
動
ネ
ッ
ト

　
お
か
や
ま
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

　
　

移
動
ネ
ッ
ト
お
か
や
ま

☎
０
８
６
７-

９
４-

２
１
４
３

FAX
０
８
６
７-

９
４-

２
１
０
０

HPhttp://www.idonet-okayama.com

アクセスディンギーとカヌー

　
　

２
０
１
４
舵
杯
実
行
委
員
会

事
務
局　

芝
さ
ん

☎
０
８
０-

４
２
６
８-

９
４
８
５

〒
７
０
１-

４
３
０
２

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
３
９
０
０

問

　
本
め
す
す

今月のお

「
人
生
は
一
度
し
か
な
い
。
人
は
必
ず
死
ぬ
。﹃
あ

の
と
き
や
れ
ば
よ
か
っ
た
﹄は
な
い
。や
ら
な
き
ゃ

損
す
る
の
は
、
自
分
で
あ
る
。」
ひ
る
ま
ず
、
揺

る
が
ず
、
一
筋
に
信
じ
た
道
を
歩
み
続
け
る
︱
。

エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
で
あ
る
著
者
が
、
夢
を
か
な

え
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
秘
密
を
明
か
し
ま
す
。

運
命
を
味
方
に
す
る
生
き
方

吉
村
作
治
…
著　

海
竜
社　

１
、４
０
０
円（
税
別
）

BooKs

  

登
記
等
無
料
相
談

　
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
備

相　
　

談

前
支
部
で
は
、
登
記
な
ど
に
つ
い

て
の
、無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
や

司
法
書
士
が
担
当
し
ま
す
。

　
先
着
順
１
人
30
分
以
内
で
、
土

地
・
建
物
の
登
記
に
つ
い
て
の
相

談
や
簡
易
な
法
律
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

▽
日
時　
４
月
１
日
（
火
）
午
前

　
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　
　

畑
さ
ん 

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
７
０

相
問

※
４
月
７
日
、
28
日
は
月
曜
日
で

　
す
が
、
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　
一
般
７
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
６
０
０
円
、　
中
学
生
以

　
下
無
料

【
金
澤
翔
子
席
上
揮
毫
＆
金
澤
泰

子
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
】

　
揮き

毫ご
う
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
受
付
状
況
に
つ
い
て

は
美
術
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
４
月
19
日
（
土
）
午
後

　
２
～
３
時（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館
（
瀬
戸

　
内
市
立
美
術
館
東
隣
）

▽
定
員　
３
０
０
人

▽
参
加
費　
観
覧
料

※
展
覧
会
の
入
場
券
を
提
示
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

申
問

Ｂ
●黒ゴマ（大さじ 2）
●かたくり粉（大さじ 1）

●水（少々）

Ｃ
●カレー粉（大さじ 1） ●かたくり粉（大さじ 2）
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

みんな
の
広場
まちづくり推

進課

☎0869-2
2-1031問

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどでまちづくり推進
課へ送付してください。匿名・ペンネー
ムを希望する場合は、その旨もお書きく
ださい。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
すべての原稿や作品を掲載できない場合も
ありますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所まちづくり推進課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２２ - １０３１
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

　美和歩く会では、ヘルスアップウォーキングを開催します。
今回は、熊山に登ります。坂根口より１丁ごとに石碑がある
丁石道を登り、不思議な石積み遺跡の「熊山遺跡」、児島高
徳が出陣の時に腰掛けたといわれる岩が境内にある「熊山神
社」を巡るコースです。事前申し込みは不要です。

▽日時　４月 13 日（日）　午前８時 30 分～午後３時
　（午前８時 20 分集合）
※雨天の場合は、４月 20 日（日）　に延期します。

▽集合場所　岡山エアウォーター駐車場（備前市香登西 787）

▽参加費　200 円（保険代など）

▽持参するもの　弁当、飲み物、雨具
　美和歩く会　妹尾さん　☎０９０-７２４３ - ６７５２

ヘルスアップウォーキング
「熊山登山」に参加しませんか

問

▲

山
本
敏
子
さ
ん

1 火
2 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

3 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル
⑫窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

4 金
5 土 体瀬戸内市剣道教室　8：30 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター
6 日 体春季軟式野球大会１日目　9：00 ～　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園
7 月
8 火 ⑦こころの健康相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

9 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑪ 1歳 6か月児健診【対象：平成 24年 9月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

10 木 ⑪ 2歳児健診【対象：平成 23年 12 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

11 金 ⑥離乳食講習会【対象：4～ 6カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

12 土

13 日

体歩こう会　恩徳寺コース　8：29 邑久駅発赤穂線
体春季軟式野球大会２日目　9：00 ～　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園
体春季ソフトバレーボール大会　9：00 ～
　牛窓中学校体育館、牛窓体育館
体瀬戸内市ミックスダブルステニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園

14 月
15 火

16 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑪乳児健診（9か月児）【対象：平成 25年 7月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

17 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

18 金
19 土 体瀬戸内市春季ペタンク大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園
20 日
21 月
22 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

23 水
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑪３歳児健診【対象：平成22年 10月生】13:15～ 13:45　ゆめトピア長船

24 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

25 金 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：7～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

26 土
27 日 体春季ソフトボール大会　8：00 ～　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園
28 月
29 火 昭和の日
30 水

人の動き《平成 26年 3月 1日現在、かっこ内は前月比》
人口 ３８，６６９人 （－３７） 男 １８，４４２人  （－１３）

世帯 １５，０１８世帯（＋　３） 女 ２０，２２７人  （－２４）

42014年 　　 月の予定

①行政相談（主に行政全般に関する相談） 
　問総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（要予約） 　
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６-２７２ -３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑪子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑫窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９-２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９-２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９-２２ - ２４６４
※①～⑫の日時は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９-２６ - ５９４３
刀備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９-６６ -７７６７
美瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９-３４ -３１３０
体体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/
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４月 30日（水）が納期の市税・保険料
固定資産税【１期】（全期前納）
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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今年も踊ろう桜の下で
フォークダンスを踊りませんか
　夢二フォークダンスサークルでは、次のとおりフォークダ
ンスを踊る催しを開催します。多くの皆さんの参加をお待ち
しています。参加費無料、事前申し込みは不要です。

▽日時　４月６日（日）　午前 10 時～午後２時 30 分

▽場所　牛窓オリーブ園
（雨天の場合は、牛窓町公民館）
※昼食、湯茶は各自でご用意ください。
　夢二フォークダンスサークル　梶谷さん
☎０９０-８７１９ - ５４１８
問

題名　天神社からの眺め
撮影時期　平成22年秋
撮影者　smily cow｡｡1973さん
コメント　とてもお気に入りの
風景です。
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